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拶2魯2塑 事長菱彰を受賞
1 0月 2□  守谷市国 L―交流協会

IM FA■, 独立行政法人匡際llt力機

構 」()AIから第 3回 JにA理 事長表

彰を受賞しました.

緒方貞子JICA理 事長から表彰状を授与される」ЧI会長

イを受け入れ また 平成 15年からは JCA事 業の 「車の根技llllli.力1地域提案型1研修Jと してラオスの教育

関係者を年に 2人 13年間に6人 1招 聘し 長期ステイを行うなどJ CAとの連携を深めてきました .

11賞式には月|1会 1■ 山田副会にが出席 経方貞子理事11から表彰サを受領しま[ンた、

4 2 開発教育ワーキンググループ勉強会
(以後毎月第 1日曜日実施)

422 」lCA筑波国際センターー般公開参力0

430 守谷市国際交流協会理事会
510～ 712 第34回外国人のための日本語講座
520 国際交流ミニサッカー大会参加

528 2006年 度守谷市国際交流協会総会

610 守谷市青少年海外派遣事前研修会

610 11 」lCA研修員ホームステイ

819 20 北守谷地区夏まつり出店

826 27 きらめき守谷夢彩都フェスタ2006出 店

9 3 MFAサ ロン 「日系ブラジル人ふじみさんのお話」

920～ 1122 第35回外国人のための日本語講座

この表彰は EIl際協力機構業務の■

進に長年 支援 協力した個人 団l■

に賠られるもので 団体では M FA

のほかに ォコ幌市■ 竜局 国市大学】ム

東京医卜歯ll大学 中高F電力な式会‖
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局 社□■人沖鰐県石護li.会が晏

賞してt)ます.

MFAは  1/FAフ Iス タに」CA筑 波

の研修昌を1召待し市民との交流を図 っ

たり 年に 1回 研修昌のホームステ

924 MFAフ ェスタ

930 MFAニ ューズレターNo45発行
10 2 」CA理 事長表賞表彰式
108 国際交流ひろば2006参力0

12 2 3 筑波大学留学生ホームステイ受け入れ

12 3 開発教育シンポジウム「国際化ワークショップ」

12 9 青年交流委員会交流会

1216 イヤーエンドバーテイー

117～ 314 第36回外国人のための日本語講座

2 4 講演会 「グリム童話の里」
227 下野市国際交流協会視察来市

3 1l M FAサ ロン 「ベルー料理教室」

3 31 M FAニ ューズレターNo46発行

2006年 度の主な事業



2006年 度

日と]日肝Aコ =

秋4亘例のM FAフ ェスタが 9月 24日 ログハウスを

会場に行われました.

今年は30カ国から90人のJCA研 修員が参力□し 午前

下= 日本舞踊 煎茶=写 真右上=体 験をしました.

今年はテラスを会場にハフォーマンスも行われ 南中

ソーラン=写 真左上=が 大勢のギャラリーの注目を集

め 参詢したタト国人研修曇も楽しそうに輪にカロわ って

いました。

お天気だったため公園のあちこちで語り合う姿も見

られ=写 真右下=交 流を深める良い機会となりました。
中はアサヒビールエ場を見

学しました。ログハウスに

は正午に到着し 国旗を持

ったボーイスカウ トに迎え

られログハウスを一周。そ

の後 日本文花を紹介する

各コーナーで 琴 折り紙

書道 ちぎ り絵 =写 真左

筑波大学

ホ ー
辟
Ｌ フ イ
生
ス

筑波大学留学生ホームステイ

が 12月 2日～3日行なわれま

した.

留学生12人のうち9人が来日

したはかりで 日本の生活に慣

れていないのではと気になりま

したが 翌日のフリータイムの

打ち体験やてん応、らを

過ごし方を聞いてみると そは

揚けたり 東京見|・l 中にはご

み拾いを体験させたりと楽しく過ごしたようです。

初日 市役所和室とElグハウスで行われた対面式に

は留学生12人 受け入れ家庭32人 をあわせ70人 が集

まり 着物の着llけ体験では 着物に着替えた留学生

が別人のようになりました。本人たちも大満足で 投

扇興も日本の伝統遊技を体験できたと大喜びでした。

今回の受け入れ家庭のうち5家庭は初体験でしたが

次回も受け入れてくださると話されています.

今年度のホームステイ受け入れはl_●わりましたが

19年度にも筑波大学留学生やJCA研 修曇の受け入れ

を計画しています。この次はあなたも応募しませんか。

外国人のための

ポランティア日

今年度3回曰となる 「第36回夕ヽ国人のためのポラン

ティア日本語講座Jが  1月 17日から3月 14日まで行

なわれました.今 回は講師15人 受講生15人で い

つもより少人数の講座となりましたが 受講生は一日

も早い上達を願い 熱心に通いました.

修了生 1講座回数の8割以上の出席者)は 7人でした

が 最終日には一人ずつ修了.llを手渡され その後

自己紹介や日本での体験など修得した日本語での発表

会が行なわれました.懇 親会では 「次回のPi3催が待

ち遠しいJと いう声が 皆から上がっていました`



2月4日 ログハウスで 「世界を知るシリーズ  ドイ

ツ編～ク リム童話の里～Jが 行われました.

講師は 守谷市国際交流員の リッヒター ア ドリア

講演後に行わ

れた交流会でも

さまざまな角度

からドイツを紹

介していただき

ました,

交流会では

日本であまtl月|

染みがないシュ

トーレンも出さ

れました.こ れはフランデーなどに浸したドライフル
ーツをたっ応、りのパターと一緒に練り込んで焼いた細

長いハンで かなll重く日持ちもします。バンという

よリケーキに近く ドイツではクリスマスといえばケ

ーキではなくシュトーレンであると言えるほど一般的

といったお話も伺え 姉妹都市のある国 ドイツの一

面を知るいい機会となつた一日でした。
交流会で出された上‐シュトーレン

下=バ タークッキー

ネさんで 日本で翻訳

されているグリム童話

と本当の物語の違いや

重話ができるまで グ

リム兄弟について 童

話に出てくる街の紹介

などのお話を伺いまし

た。

グリL菫話の里

開 発
ウ ム

12月3日 0グ ハウスで 開発教育協会の西あいさん

を講師に 「國際化ワークショッフJが 行われました。

昨年 EB中 治彦立教大教授をお招きして行われたワ

ークショッフの続編的な勉強会で 今回のテーマは

「ひょうたん島問題J.守 谷市に外国人の数が増えてい

る現状をカロ味し 移民や外国人労働者が増えつつある

現代社会の課題を多文化共生の観点から体験的に理解

することを目的に開発された参加体験型の講座の一つ

です。「あいさつJを テーマとしたワークショッフは

異文化交流を考える第一歩として言葉の違いを取り上

げた内容で 「かちこち人J「ひょうたん島人」「ハラ

ダイス人」に分かれた受講生が 「あいさつ」という

もっとも基本的なコミュニケーシ∋ンにおいても違い

が生することが理解できる内容です。

「教育Jを テーマとしたワークシ∃ッフではパラダ

イス人学校を作ることに対して 異なる人種 立場に

よ って受講生がさまざ

まな立場の視点に立ち

議論 することで 人

種 立場によって考え

方がどのように異なる

か また 相手の文化

を尊重したうえで 最

終的にどのような選択

を行うべきかを体験BIに学習することができました。

受講生からは 「相手もそれそれの事情があり 理

由があって主張していることを理解するJ「少数派の

つらさがわかったJと いった意見が寄せられました。

開発教育ワーキンググルーフでは フロジェク トメ

ンバーを募集しています。申 し込みは メールで

mrO@ferea Or,pヘ

下野市国際交流会が来市

2月2ワ日 下野

市国際交流協会が

来市しました。下

野市は平成 18年

日石橋町など3町

が合併してできた

新しい市です。

平成 13年7月に旧石橋町国際交流協会時代にも

一度視察に来られ 翌年 MFAが 日石橋町を訪れ

玲衿濶鱚鶉
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恙FT=」しパLテキ錢
12月16日 0グ ハウスで?3人が集まリイヤーエン

ドバーティーが行われました。

このパーティーは会昌相互の親睦と地域のタト国人と

の交流を目的として行われたものです。

今回はアトラクショ

ンとして全曇参力0のゲ

ームをはじめ ヒアノ

演奏 ネバール伝統の

楽器演奏と歌の披露や

ギター演奏があり ど

れも素8青らしく心に残

るものとな

りました。

また 会

員手作りの

7種類のケ
ーキや国際

交流員のリ

ッヒターさ

んからは温かいドイツの飲み物の差し入れ=写 真左下
=が あり 列ができるほど夕子評でした。

今回初めて M FAの 一年の活動を振り返るコーナ

ーも設けられ 2006年 に行われたさまざまな活動を

思い出しながら 会員同土 地域の外国人とも弾んだ

会話があちらこちらで交わされ 一年を締めくくる楽

しい催しとなりました。

青年交流塞囲盆委 員 菫

12月9日 青年交流委員会交流会がログハウスで行

われました.,予定していた人数より 集まりは悪かっ

たのですが 集まった8人で自己紹介をし トランフ

のチーム戦を行なったりと盛り上がりました。

来年度の活動につながる催し物になったと思いま

す。

守谷市国際交流協会は 平成元年に誕生しました。

市民による市民のための国際交流を目指し 会員

はボランティアで企画 運営を行なっています。

本号には2006年度下半期の事業を載せましたが

このほかにもM FAコ ンサー ト 大使講演会 語学

研修 また 今回は記事が間に合いませんでしたが

3月3'日には来市したマインプルク市民との市民交

流も行ないました。もちろん、もう一つの姉妹都市

であるグリーリー市民とも交流活動を行なっていま

3月11日 MFAサ 0ン 「ベルー料理教室」が 講

師に荒川ルーデスさんを招き北守谷公民館で開かれ

「カウサ (ジャガイモサラダ)Jと 「ハステルdeカルネ

{肉包みバイ)Jを作りました。出来上がった料理をベ

ルー独特のチチヤモラーダ (紫とうもろこしのジュー

ス)を 飲みながら 美味しくいただきました。

す。

茨城県 (国際交流協会)主 催事業や 筑波大学主

催事業 そのほかJCAを はじめ国際交流を行なっ

ている諸団体の活動に参加したり 他市の国際交流

団体を視察したり 訪問を受けることもあります。

国際交流に興味があり 活動を手伝ってくれる人

なら誰でも加入できます。行事に参加するだけでな

く 企画 運営から参加することもできます。

加入を希望される方はリーフレット 加入申込書

をお送りしますので 協会事務局 (市役所くらしの

支援課)ま でお申し込みください。
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ぺん―料理に舌鼓


